
ロボット芝草刈機 Automower™（オートモア）とは？

ハスクバーナ・ゼノア株式会社



1、ロボット芝刈機オートモアとは？
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1995年、ハスクバーナが世界で初めて開発したロボット芝刈機がオートモアです。

その時の開発者は･･･「放牧した羊の周辺では草丈が伸びない。」

そのことからヒントを得て、オートモアを開発しました。つまりオートモアを常に稼働させることにより、「草を
刈り、それを集めて捨てる」という作業から解放されるという事です。

もともとオートモアは芝地の管理を主な目的として開発されましたが、近年は芝地のみならず農業分野でも
導入されております。

1995年
世界初のロボット芝刈機が誕生



2、ロボット芝刈機オートモアのしくみ

• チャージステーション
オートモアの充電ステーションとしての役割りだ
けではなく、ワイヤーにエリア判別などのパルス
信号を送る重要な役割り担っています。
稼働エリア内に常設となります。

• 境界ワイヤー（黄色いライン）
Automower™が稼働するエリアの外側を一筆書
きで敷設（埋設可）し、このエリア内のみの芝を
刈り揃えます。

• ガイドワイヤー（赤いライン）
Automower™がチャージステーションに帰還する
際、最短距離または確実に帰還する案内の役割
りを担います。 ま
たその本数は機種によって異なります。
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境界ワイヤー

ガイドワイヤー

チャージステーション

まず、100V電源が必要です。



3、果樹関連での導入事例-1
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桃 ブドウ

梨梨

Automower450X

Automower435X AWD

主な導入機種



3、果樹関連での導入事例-2
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梨 梨

リンゴ
このように梨やブドウなど、果樹圃場の雑草管理を
目的にオートモアが導入されております。

今後もさらなる農業分野での導入が期待され、また
それに合わせた圃場づくりの必要性も高まってくる
と思われます。
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芝刈り中（稼働中） 充電中 停止中

4、スマートフォンからの遠隔操作、管理が可能

スマートフォンに無料アプリをダウンロードすることにより、海外からでもオートモアの設定変更などの操作
や稼働状況の管理が可能です。またグーグルマップからオートモアの現在地を確認でき、盗難防止に大き
く役立っています。



www.husqvarnagroup.com
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